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が容易になりつつある .特に， FPGA(Field 
Programmable Gate Array)等を使用した再構成可能
な衛星搭載ディジタル機器は衛星のオンボード機能の
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トの試作を実施し，チャネライザを用いたリソース割当 船なと移動するものに対する送電が可能となる.また，
















































い， 2m程度離した送受電アンテナの聞に wavecanal 
という無給電素子を配置して一種の導波路を構成し，無
線送電の実験を行った 22) 真空管 (2極管)で構成し
た整流器をアンテナに接続することにより受電したが，
































い設計例である.この計画の一環として， R. M. 
Dickinsonによる地上の固定点聞の送電実験などが行








Research Centre (CRC)においては， Stationary High 





























































































































w. C. Brownとその一連の仕事で使われたのは，反射 じ環境で出力電力を競う，レクテナコンテス トがフラン
板付きダイポールアンテナを使ったレクテナであった. ス領レユニオン島における 2001年WPT国際会議に併
これらは， R. M. Dickinsonの実験をまとめた NASA 設されて実施された.その結果，著者がコンテストの 1
63一
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図 16 第 1回国際レクテナコンテス ト参加者と
受賞盾
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